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Ⅳ 教科に関する特徴的な問題
(1) 小学校国語

目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書くことができるかどうかが問われています。
（国語Ｂ「活用」）

＜調査問題国語Ｂ＞

平均正答率 無解答率
京都府 34.0％ 2.2％
全 国 33.0％ 2.8％

＊中学生のアドバイスを元に、水やりに協力してくれる人を募集する文章を書く問題です。
＊自分の伝えたいことがわかるようにするには、具体的な事実を基にしたり、複数の内容を関
係づけたりしながら、必要な内容を整理して書くことが重要です。

＊具体的には、取材等の活動を通して書く事柄を収集した上で、その中から具体的な事実と
自分の感想、意見などとを区別しながら必要な内容を整理して書く指導などが必要です。
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  (2) 小学校算数 

 

 

 

 

 

 

＜調査問題 算数Ｂ＞ 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶことができるかどうか

をみる問題です。問題を解決するために、目的に合った適切な表やグラフを

選択し表したり、読み取ったり、グラフどうしを関連付けて解釈したりする

など、表やグラフを活用できるかどうかが問われています。 

 平均正答率 無解答率 

京都府 29.8％ 3.5％ 

全 国 29.3％ 4.6％ 

 

☆平成 26年度全国学力・学習状況調査において、全体と部分の関係を示す
ために用いるグラフを選択することを課題として指摘しており、これに
関連した設問です。 

 
☆京都府の正答率は、全国平均を 0.5 ポイント上回っているが、目的に適
したグラフを選ぶことに依然として課題があります。 

 
☆指導に当たっては、グラフから何が読み取れるかを問うことで、グラフ
の特徴を明らかにする活動や、目的に最も適したグラフを判断し、その
理由を説明し合う活動が必要であります。 
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 (3) 中学校国語 

 

 

 

 

   ＜調査問題 国語Ａ＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均正答率 無解答率 

京都府 54.9% 4.1% 

全 国 54.0％ 5.1% 

相手にわかりやすいように語句を選択して話すことができるかどうかを見

る問題です。（国語Ａ 「話すこと・聞くこと」） 

☆会話の流れの中でどんな語句を選べば相手の理解が得られるかを考えさせる問題で
す。 

☆インタビューや話し合いを通して、相手の反応を踏まえて伝えたいことが適切に伝
わったかどうかを考え、必要に応じてわかりやすい語句を用いて言い換えたり、複
数の尋ね方をしてどれが最もわかりやすいかを検討させる指導が必要です。 



 - 24 - 

  (4) 中学校数学 

 

 

 

 

 

 

＜調査問題 数学Ａ＞ 

 

 
 

 

 

 

    

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
範囲の意味を理解しているかどうかをみる問題です。資料の散らばりに着目

してその資料の傾向を読み取ることができるかが問われています。 

☆京都府の正答率は、全国平均を 6.6ポイント下回っています。「40から 56」
と解答した誤答率が 40.1％あり、全国平均を 7.7ポイント上回っています。
範囲とは何かを正しく理解できていないという課題があります。 

 
☆学習指導に当たっては、範囲の意味を理解できるようにするために、範囲
とは、資料の最大値と最小値のとの差であることを確認した上で、資料の
散らばりの程度を捉える活動を取り入れることが必要です。また、具体的
な資料を用いて、代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読
み取る活動を取り入れることが重要です。 

 平均正答率 無解答率 

京都府 22.0％ 7.7％ 

全 国 28.6％ 9.6％ 

 


